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 要 旨   

目的 

本研究は、14-16 歳の青年期の集団内に意味のあるサブグループが存在するかどうか、そして、こ

れらのセグメントが学校をベースとするアルコール社会的マーケティング・プログラムである Game 

On Know Alcohol（GOKA）に異なる反応を示すかどうか検証する：。 

方法： 

本研究は、2013年/2014年に 14の学校で実施されたGOKAプログラムの大規模な集団無作為抽

出評価の一部である。Two Step クラスター分析は、22 の人口統計学的、行動および心理的変数

を基礎として 2,114人のハイスクール生（14-16歳）を分割するために施行された。特定されたセグメ

ントについて、知識、態度、行動意図、社会規範、アルコールに対する期待、飲酒拒絶自己効力

に対するプログラムの効果が調べられた。 

結果 

3つのセグメントが特定された： (1)禁酒家、(2) 一度に大量に飲むビンジ飲みする者Bingersと(3) 

中等度飲酒者Moderate Drinkers。プログラム効果は、セグメントにより有意に異なった。ビンジ飲み

する者に最も強い陽性変化効果が観察され、中等度飲酒者と禁酒者では混合する効果が観察さ

れた。 

結論： 

これらの所見は、アルコール教育プログラムにおいて社会的マーケティング分割を応用することの

重要性を支持する予備的かつ経験的証拠を提供する。3 つの特定されたセグメントの各々の固有

の必要を満たすことを目標とするプログラムの開発により、アルコール教育で社会的マーケティング

が普及することになるだろう。 

 

 

 

 


